
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽幌町立羽幌中学校_校長通信 

羽中だより 
令和６年１０月２９日号 

安心感 寛容力 主体性 

安心して学べる学級を築き、主体的に行動ができる羽中生 

目標 Keyword 

 
先生と生徒が共に創る授業で学びをレベルアップ 

先生方の校内研修より 

授業への意識を高めるために全校集会を行いました！ 

 上記は、２学期の始業式にて校長の私から子

どもたちにお話をした内容です。学校では、学級

や生徒会の活動、行事など、授業以外において、

協調性や社会性を高めることが大切であるとさ

れていますが、はやりその根本となるのは「勉

強」です。毎時間の授業を大切にすることが、学

校の最も大きな意義であり、子どもは学ぶため

に学校に来ます。それは社会に変化が起きてい

る今も変わらない不易です。 

学校で過ごす 300 分、つまり、授業時間をム

ダにすることなく、先生方は子どもたちと共に

良い授業にすることを目的に全校集会を実施し

ました。授業は先生からの一歩通行ではなく『学

びの主体者（生徒）』との協働作業であるべきだ

との考えにより、本校の研修（先生方の勉強）担

当の先生方がこの集会を企画し、実施しました。 

◆子どもたちが自分の学級の課題アンケートを行い、それを

研修担当の西教諭が分析しました。 

◆先生方の校内研修（勉強会）にて「授業づくりの課題」に

ついて意見交流をしました。 

◆ＩＣＴ担当の加地教諭は、先生方が意見交流をした音声を

生成ＡＩによって、授業づくりのポイントとして文字でま

とめました。 

◆全校集会にて西教諭から… 

〇授業は先生方だけではなく、生徒みんなの協力も大切。 

〇学校が目指す〝安心して学べる教室〟というのは、具体

的にどんな姿なのかをみんなで考えよう。 

〇これから、各学級でそれぞれの課題をクリアできるよう

な「授業像」について話し合おう。 

というお話がありました。 

◆各学級で自分たちの課題や先生方の考えを踏まえ、自分た

ちの授業への〝指標〟を創り出しました。→ウラ面 

 

「先生と生徒が共に創る授業」集会までの取組 

先生方は学年部を
基本としたグルー
プに分かれ、より良
い授業に向けて、ど
のような手立てが
必要なのかを熱く
語り合いました！ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 graphics 研修係の西教諭と加地教諭が、生徒と先生方とで考えた 
各学級の理想の授業像を図でデザインしました。 

先生方から子どもたちへ 

「こんな授業づくりをしていきます！」 

子どもたちから先生方へ 

「授業にはこう取り組んでいきます！」 


